
＜UPS容量の算定方法＞

例：ディスプレイとコンピュータとハブの構成をもった機器を、15分バックアップしたい場合を想定。

UPSを選定するためには、接続する機器の

・皮相電力（VA）の合計
・消費電力（W）の合計
・必要とするバックアップ時間

を確認していただく必要があります。

（＊UPSの定格出力容量が、接続する機器の皮相電力と消費電力以上とする事が必須の条件です。）

接続する機器の力率（概算）

・コンピュータ、ディスプレイ等……… 0.6 ～ 0.7
・専用サーバ等･･…………………… 0.6 ～ 0.8
＊負荷機器の仕様により異なりますのでご注意ください。

定格出力容量（ＶＡ） 300 420 500 500 600 650 750 1000 1200 1200 1400 1500
定格出力容量（Ｗ） 180 252 300 320 360 400 500 670 870 950 950 1050
ＶＡ Ｗ バックアップ時間（単位：分）
100 60 30 30 30 40 50 30 70 80 120 100 100 120
200 120 13 14 15 17 23 23 38 41 90 58 58 90
300 180 9 10 11 11 16 15 25 28 60 41 41 60
400 240 - 5 6 6 12 10 14 16 30 29 29 30
500 300 - - 3.5 5 8 8 11 12 25 24 24 25
600 360 - - - - 4 6 8 10 20 19 19 20
700 420 - - - - - - 5 7 16 14 14 16
900 540 - - - - - - - 6 11 10 10 11
1000 600 - - - - - - - 5 10 8 8 10
1200 720 - - - - - - - - 7 7 7 7
1400 840 - - - - - - - - - - 5 6
1500 900 - - - - - - - - - - - 6
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＊DL3115シリーズ、ＤＬ5107-600jLは出力波形が矩形波（くけいは）です。UPSに接続する機器の仕様によっては矩形波が使用できない場合があります。
＊矩形波で使用できない機器に付いては、DL5115シリーズまたはDL9126シリーズをご使用ください。
＊上記ランタイムは、力率=0.6の負荷を想定した値となります。
＊表中の各バックアップ時間についてはあくまでも参考値です。実際のバックアップ時間は、充電状態、周囲温度、使用年数などにより異なります。
＊軽負荷放電時の過放電保護の為、最大バックアップ時間を設けてあります。（下記参照）
DL3115：30分
DL5107：3時間
DL5115 500ｊ：60分、750J～1400j-20：2.5時間

UPSの容量計算方法

機器のリストアップ 

ディスプレイ 

コンピュータ 

ハブ 
（ネットワーク機器） 

各機器の要求電力情報を確認 

機器に（V）と（A）が 
記載されていた。 
（例）100V、1.8A

機器に（W）が 
記載されていた。 
（例）210W

 機器に（VA）が 
記載されていた。 
（例）50VA

各機器の皮相電力（VA）の算出 

■算出式 
〔皮相電力（VA）＝（V）×（A）〕により 
100（V）×1.8（A）＝180（VA）…① 

■算出式 
〔皮相電力（VA）＝（W）÷力率〕により 
210（W）÷0.6＝350（VA）…② 

■皮相電力（VA）の表示があるので 
そのまま使用 
50（VA）…③ 

各機器の消費電力（W）の算出 

■算出式 
〔消費電力（W）＝（V）×（A）×力率〕により 
100（V）×1.8（A）×0.6＝108（W）…④ 

■消費電力（W）の表示があるので 
そのまま使用 
210（W）…⑤ 

■算出式 
〔消費電力（W）＝（VA）×力率〕により 
50（VA）÷0.6＝30（W）…⑥ 

皮相電力と消費電力合計 
＝696VA／417.6W

STEP7 必要とするバックアップ時間 

15分 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

反相電力合計 

①＋②＋③＝580（VA） 

消費電力合計 

④＋⑤＋⑥＝348（W） 

STEP5

余裕率を設ける 

580（VA）×1.2＝696（VA） 

余裕率を設ける 

348（W）×1.2＝417.6（W） 

STEP6

STEP1

バックアップする 
機器の選定 
UPSに接続する機器
を全てリストアップ 

STEP2

機器の電力情報を確認 
各機器のカタログや各機器
本体の裏面などに貼りつけら
れているプレートやシールに、 
（Ｗ）消費電力、（ＶＡ）皮相
電力、（V）電圧と（A）電流 
のいずれかが記載されている
事が一般的です。 

STEP3

（ＶＡ）皮相電力を算出 
算出式 
【 皮相電力（VA）＝（V）×（A）】 
【 皮相電力（VA）＝（Ｗ）÷力率】 
 

STEP4

（Ｗ）消費電力を算出 
算出式 
【 消費電力（Ｗ）＝（V）×（A）×力率】 
【 消費電力（Ｗ）＝（VA）×力率】 

STEP5

（ＶＡ）皮相電力と（Ｗ）消費電力のそれ
ぞれの合計を算出 

STEP6

余裕率を設ける 
皮相電力，消費電力ともに算出した値の10～
30％の余裕率を設けてください。（突入電流
等に対する余裕分や将来の増設等を加味） 

STEP7

必要とするバックアップ時間を確認 
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ただし、保証期間内においても次の場合には有償修理とな

ります。

1.お客様による輸送・移動時の落下、衝撃等、お客様のお

取り扱いが適正でないために生じた故障・損傷の場合。

2.火災・地震・水害等の天災地変による故障・損傷の場合。

3.ご使用上の誤りあるいは当社にご相談なく、修理・調整・

改良した場合。

4.本製品が国内で使用される場合に限り有効です。

商品の保証期間１年

カタログでは、周囲温度25℃における期待寿命を記載してお

ります。

バッテリ寿命は使用条件により短くなりますので、ご注意くだ

さい。また、バッテリは消耗部品ですので、定期的な交換が

必要です。

①周囲温度

高温条件が長時間続く場合、バッテリ寿命は短くなります。

（10℃上昇の連続使用では寿命は約1/2に低下します。）

②放電量と放電頻度

放電終止電圧近くまでの放電の頻度が多い場合、バッテ

リ寿命は短くなります。

③放電時間

放置期間が6ヵ月を越え、補充電されない場合、バッテリ寿

命は短くなります。

バッテリ寿命について

★バッテリ保守・交換のご案内 62ページ


